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２．技術ＰＲ事項 

『 耐熱CFRP 製ハニカムサンドイッチパネルの開発 』

１．概要 

人工衛星や航空機などの機体には、軽量・高剛性の特徴を有したサンドイッチパネルが用いられており、現

在、人工衛星ではコア材にアルミハニカム、スキン材に炭素繊維強化プラスチック(CFRP)を用いたハニカムサン

ドイッチパネルが広く使用されています。しかし、金星探査など太陽近くの観測用人工衛星では従来のサンドイ

ッチパネルが満たしている軽量性、高い寸法安定性、低温での安定した機械特性に加えて、250℃～300℃に耐

え得る高い耐熱性も要求されます。そこで、本研究では、高耐熱性のポリイミド樹脂を母材として使用したポリイ

ミドCFRPハニカムサンドイッチパネルに着目し、耐熱構造体への適用可能性を検討しましたので紹介します。 

（1） ポリイミド CFRPハニカム 強化繊維に炭素繊維（T300、東レ製）を用い、母材をポリイミドとした CFRP 

により成形されたハニカムコアをコア材として、同材料をスキン材としたサンドイッチパネルを作製しました。作

製にあたり、スキン材の硬化時にコア材と接着を行う Co-Cure 法と、先にスキン材の硬化を行い、板材を作

製し、母材樹脂であるポリイミドでコア材と接着する Two-Step 法の 2 種の成形方法を採用しました。 

（2） 高温特性評価 サンドイッチパネルのスキン材とコア材の接着強度測定のために、図1に示すフラットワイ

ズ引張試験をASTM-C292に準拠し、常温から 300℃の測定温度域で実施しました。また、パネルの曲げ特性とし

て、曲げ剛性、および曲げ強度をASTM-C393に準拠し同様の温度域で試験を実施しました。 

（3） 測定結果 両成形条件で作製したパネルで、高いフラットワイズ強度を示すことが確認されました（図2）。ま

た、300℃でもフラットワイズ強度、曲げ剛性、及び曲げ強度を維持することが確認されました（図3）。従って、本サ

ンドイッチパネルは耐熱部材としての適用可能性が示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

 図 1 フラットワイズ試験 図 2 フラットワイズ強度 図 3 曲げ特性 

２．希望する連携内容(共同研究、試作品作りなど)と相談に対応できる技術分野 

◆ 耐熱性樹脂を用いた CFRP 製サンドイッチパネルにより、軽量・高剛性を維持した高温耐久性のある

材料に関する研究が可能です。 
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